
1広島大学（名誉教授）・広島大学総合博物館（客員研究員）；Hiroshima University

14
December 25
2022

号数
発行月日
発行年度

短報 Short Report Short Report

Ⅰ．はじめに
イカリムシ Lernaea cyprinacea Linnaeus, 1758は，

淡水魚に寄生するイカリムシ科カイアシ類の 1種で
ある（椎野，1966）。イカリムシは，わが国では 1915
年に最初に報告され（石井，1915），2007年までの
93年間に野生魚や飼育・養殖魚を含む 10目 17科の
30種以上の淡水魚から記録された（Nagasawa et al.，
2007）。ただ，その後も様々な淡水魚から報告され，
わが国における分布や宿主利用の実態が明らかにされ
つつある（例えば Uyeno et al.，2011；Nagasawa，

2013；Nagasawa and Torii，2014；Nagasawa and 
Katahira，2019；長澤・浦和，2019）。ただ，これま
でに日本で行われたイカリムシに関する主要な研究は
養殖魚や飼育魚を宿主として用いたもので（Leigh-
Sharpe，1925；中井，1927；松井・熊田，1928；中
井・小海，1931；笠原，1962），野生魚におけるイカ
リムシの寄生状況を詳細に調べた研究としては，近年
行われた 4論文があるに過ぎない（好峯ほか，2015，
2017；長澤・佐藤，2019；福島ほか，2020）。これは，
過去のイカリムシに関する研究では，経済的価値の高
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要旨：広島大学東広島キャンパス内にある溜池のぶどう池で，2011–2016年の 5月下旬にブルーギル Lepomis 
macrochirus Rafinesqueを採集して，カイアシ類の 1種，イカリムシ Lernaea cyprinacea Linnaeusの寄生状況を調
べた。ぶどう池に在来魚はほとんど生息しないため，イカリムシは国外外来種でぶどう池に多産するブルーギルを
宿主に用いて個体群を維持していると考えられた。調査した 6年間の 5月下旬の寄生率と寄生強度はそれぞれ 1.5–
5.8%と 1個体と低く，採取されたイカリムシの多くは卵嚢をもっていなかった。これは，この時期にイカリムシ
の繁殖が活発ではないために，感染がぶどう池のブルーギル個体群に広がっていないためと考えられた。ブルーギ
ルの鰭基部に寄生するイカリムシが多かった。
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Abstract: The occurrence of the copepod parasite Lernaea cyprinacea Linnaeus on bluegill Lepomis macrochirus 
Rafinesque was studied in late May for six years, from 2011 to 2016, in Budo Reservoir within the campus of Hiroshima 
University in Higashi-Hiroshima, Hiroshima Prefecture, Japan. Bluegill was introduced in 1960 from the United States to 
Japan, where it has established its populations in numerous freshwater bodies, including this reservoir. The abundance of 
domestic fish species was very low in the reservoir, and L. cyprinacea exclusively utilized bluegill as its host. The 
prevalence of L. cyprinacea infection was stably low (1.5–5.8%), and its intensity of infection remained at 1, perhaps 
because this parasite did not actively reproduce in late May and its infection did not spread to the host population in the 
reservoir. Most L. cyprinacea were found on the host’s body surface near the base of the fins.
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い養殖・飼育魚の病害虫であるイカリムシへの対応を
強く求められたため，野生魚に寄生するイカリムシの
生態研究にまで手を広げることができなかったことが
原因である。これに対し，近年，野生魚の寄生虫に関
心をもつ研究者が現れ，上記の 4論文の出版に結び
ついている。
本論文の筆者は，広島大学で教員として勤務した

際，研究室に所属する大学生や大学院生とともに，東
広島キャンパス内や近くを流れる黒瀬川水系で野生魚
を採集して寄生虫研究を行う機会を得た。そして，カ
イアシ類のイカリムシ（Nagasawa et al.，2007）とヤ
マトニセエラジラミ Neoergasilus japonicus （Harada, 
1930）（Nagasawa and Obe，2013；Nagasawa et al.，
2014），単生類の Actinocleidus fergusoni Mizelle, 1938
と Onchocleidus dispar Mueller, 1936（Maneepitaksanti 
and Nagasawa，2012，2013），吸虫類のナマズキノウ
キュウチュウ Isoparorchis eurytremum （Kobayashi, 
1915）（Nagasawa et al.，2013，I. hypselobagri と 記
述）を見出して，それらの形態等を報告した。また，
黒瀬川の支流である松板川で野生魚に寄生するイカリ
ムシに関する周年調査を行い，宿主範囲や寄生状況の
月別変化等を明らかにした（長澤・佐藤，2019）。
筆者は，同じ黒瀬川水系に属し，広島大学東広島

キャンパスにある溜池のひとつ，ぶどう池でブルーギ
ル Lepomis macrochirus Rafinesque, 1819を採集して
イカリムシの寄生状況を調査したので，その結果をこ
こに報告する。この調査は，生物生産学部水産コース
3年生の水産増殖学実験の一部として 2011–2016年に
行い，毎年 20数名の学生とともにブルーギルを採集
した。この調査の背景には，水産増殖の手段として行
われている魚類放流であっても，不適切な放流によっ
て国外外来種が急増して在来魚種を含む水界生態系に
大きな影響を与えていること（中井，2002；谷口，
2012），また外来生物法によって特定外来生物のブ
ルーギルの活魚輸送は厳しく禁じられていることな
ど，魚類放流の功罪と対策の一部を学生みずからが体
験・学習することを目的とした。毎年定期的（5月下
旬）に実施する学生実験のなかでブルーギルを採集し
たので，春季における 6年間のイカリムシの寄生状
況を追跡することができた。

Ⅱ．材料と方法
広島県東広島市にある広島大学東広島キャンパス内

には，黒瀬川水系に属する 1河川が流れている。こ
の河川は，キャンパスの北東部にある溜池，山中池か
ら発して，山中谷川（流程約 600 m）を経て，2つ目

の溜池，ぶどう池に注いだ後，門脇川（流程約 400 
m）となって，3つ目の溜池，門脇調整池に入った後，
その南東端から約 850 m流下して，黒瀬川の支流，
戸石川と合流する。
上記の溜池のうち，研究室からのアクセス等を考慮
して，ぶどう池を選び，2011–2016年の 5月下旬にミ
ミズを餌に用いた竿釣りによって，ブルーギルを採集
した。上記のように，この採集は生物生産学部水産
コース 3年生によって行われた。ぶどう池では，ブ
ルーギルに加えて，少数のオオクチバスMicropterus 
salmoides （Lacepède, 1802） ，フナ属の 1種 Carassius 
sp.，カワムツ Nipponocypris temminckii （Temminck 
and Schlegel, 1846）が採集された。外来生物法によっ
て活魚輸送は禁じられているブルーギルとオオクチバ
スを含む，全採集魚を 10%ホルマリン液で固定した
後，研究室に運んだ。
研究室では，それらを水洗し，個体ごとに標準体長

（SL，mm）を測定後，実体顕微鏡（Olympus SZX10）
を用いて体表を観察し，イカリムシの寄生の有無を調
べた。イカリムシを見出した際には，寄生部位を記録
するとともに，宿主の筋肉中に穿入している体前部を
含む体全体を傷つけないように注意深く採取して，
70%エタノール液で固定して標本とした。後日，各
標本の頭胸部や胴部の形態を実体顕微鏡下で観察し，
イカリムシの成体雌であることを確認後，卵嚢の有無
を調べた。イカリムシの証拠標本（2013，2014，
2015年に採集した 1，1，3 個体）は，後日，茨城県
つくば市にある国立科学博物館の甲殻類コレクション
に収蔵する予定である。イカリムシの寄生状況を示す
た め に，Bush et al.（1997） に 従 っ て， 寄 生 率
（prevalence）と寄生強度（intensity）を用いる（和訳
は片平・川西，2018に従う）。

Ⅲ．結果
2011–2016年の 5月下旬に，ぶどう池で合計 381
尾（52–78尾／年）のブルーギルを採集した。各年の
寄生率は 1.5–5.8%と低く，6年間の寄生率は 3.4%で
あった（Table 1）。寄生強度も低く，6年間に得た被
寄生全 13尾が 1個体の寄生を受けるに留まった。採
取した 13個体のイカリムシのうち，3個体が卵嚢を
有し，残り 10個体に卵嚢は見られなかった。イカリ
ムシは，頭胸部をブルーギルの筋肉中に埋め，頸部と
胴部を水中に露出させていた（Fig. 1）。宿主への穿入
部位で最も多かったのは背鰭基部で（n = 7），胸鰭（n 
= 2），尾鰭（n = 2），臀鰭（n = 2）の各基部が続い
た。なお，オオクチバス（2015年に 1尾，2016年に
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2尾），フナ属の 1種（2015年に 1尾），カワムツ
（2015年に 1尾）にイカリムシの寄生は見られなかっ
た。

Ⅳ．考察
本研究の結果，広島大学東広島キャンパス内にある

黒瀬川水系のぶどう池に生息するブルーギルにカイア
シ類のイカリムシが寄生することが明らかになった。
この池はイカリムシの新産地となる。これまでにぶど
う池産ブルーギルから 3種の寄生虫［カイアシ類の
ヤマトニセエラジラミ（Nagasawa and Obe，2013）
と単生類の 2種 Actinocleidus fergusoniと Onchocleidus 
dispar（Maneepitaksanti and Nagasawa，2012，2013）］
が報告されており，イカリムシは同池のブルーギルか

ら見出された 4種目の寄生虫である。これら 4種の
うち，カイアシ類 2種は国内在来種，単生類 2種は
サンフィッシュ科に特異的な北米起源の外来寄生虫で
ある（Maneepitaksanti and Nagasawa，2012，2013）。
1960年に北米から導入後，日本各地に定着したブルー
ギルから，これまでに国内在来種と国外外来種を併せ
て 12種以上の寄生虫が記録されている（長澤，
2017）。しかし，それらブルーギルの寄生虫に関する
分類学・生態学的知見は依然として少ない。ぶどう池
は大学キャンパス内にある溜池であり，ブルーギルの
採集と寄生虫検査を徒歩圏内で実施できる利点をも
つ。今後，広島大学の教員や大学院生・学生による寄
生虫研究のフィールドとして更なる活用が期待され
る。また，黒瀬川水系は，本流や支流のほかに，ぶど
う池のような溜池を多く有し，ブルーギルが生息して
いる（竹下・原，2010）。このため，流速や水深，水
面積等が異なる複数の水域を選び，ブルーギルの寄生
虫相の解明と寄生虫相に及ぼす環境要因の影響を明ら
かにすることも今後の重要な研究課題である。
ぶどう池産ブルーギルにおけるイカリムシの寄生状
況を調べた結果，2011–2016年の 5月下旬における寄
生率は低くて 1.5–5.8%の範囲にあり，寄生強度も 1
個体であった。このことに関して，採集したブルーギ
ルはその体長組成（Table 1）からぶどう池で 2年以
上を過ごした個体が多いと判断され（酒井ほか，
2020），検査尾数が各年 52–78尾（平均 64尾，Table 
1）と少なくなかったため，上記の低い寄生率の値は，
この池に生息するブルーギル個体群におけるイカリム
シの寄生率をほぼ正確に反映していると考えられる。
また，ぶどう池では 6年間の調査でもブルーギル以
外の魚種が採集されることはほとんどなかったことか
ら，ブルーギルがこの池に卓越する魚種であると推測
される。これらに基づくと，イカリムシはぶどう池に
多く生息するブルーギルを宿主として利用するもの
の，5月下旬の寄生率と寄生強度はそれぞれ数パーセ
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Fig. 1. Lernaea cyprinacea, metamorphorsed adult female, on the body surface at the base of the caudal 277 

fin of a bluegill, Lepomis macrochirus. The cephalothorax of L. cyprinacea was inserted into the host 278 

musculature, and the neck and trunk with a pair of egg sacs protruded externally. The infected fish (88 279 

mm standard length) was collected in Budo Reservoir within the campus of Hiroshima University, 280 

Hiroshima Prefecture, Japan, on 27 May 2015. Abbreviation: cf, caudal fin; es, egg sacs; t, trunk. Scale 281 
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Fig. 1.  Lernaea cyprinacea, metamorphorsed adult female, 

on the body surface at the base of the caudal fin of a 
bluegill, Lepomis macrochirus. The cephalothorax of 
L. cyprinacea was inserted into the host musculature, 
and the neck and trunk with a pair of egg sacs 
protruded externally. The infected fish (88 mm 
standard length) was collected in Budo Reservoir 
within the campus of Hiroshima Universi ty, 
Hiroshima Prefecture, Japan, on 27 May 2015. 
Abbreviation: cf, caudal fin; es, egg sacs; t, trunk. 
Scale bar: 4 mm.
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今回，イカリムシの寄生を受けたブルーギル 13尾
を採集し，それらはすべて 1個体のみの寄生であっ
た。1個体または 2個体の低い寄生強度は，イカリム
シが他魚種に寄生した場合でも知られており（好峯ほ
か，2015, 2017； 長 澤・ 佐 藤，2019； 福 島 ほ か，
2020；長澤・中野，2021），野生魚におけるイカリム
シの寄生強度は，通常，1個体か 2個体とみて良いだ
ろう。また，頻繁ではないが，寄生強度が 5個体に
達した例が報告されている（好峯ほか，2015, 2017）。
イカリムシの寄生部位に関して，今回の調査では，
多くの個体がブルーギルの鰭基部に近い体表から体前
部を宿主に穿入させていた。このことについて，長
澤・佐藤（2019）は，わが国で出版されたイカリム
シに関する論文を調べて，ブルーギルのように鰭基部
に寄生を受ける魚種が多いことを報告している。ま
た，鰭基部以外のイカリムシの寄生部位として，例え
ば ニ ホ ン ウ ナ ギ Anguilla japonica Temminck and 
Schlegel, 1847では口腔壁に寄生することが知られて
いる（笠原，1962）。
ブルーギルは 1960年に米国から移植されて以来，

国内に既に広く定着している外来魚であり
（Kawamura et al.，2006），米国から持ち込まれたと考
えられる寄生虫のほかに，日本在来の寄生虫による感
染も受けている（長澤，2017）。今回の研究のように，
ブルーギルはミミズを餌に用いた竿釣りで容易に多数
個体を採集することができる。寄生虫研究では，宿主
の採集に困難が伴うことが多いが，ブルーギルではそ
のようなことはほとんどない。ブルーギルは特定外来
生物であるため，その取り扱いに関する外来生物法を
順守しつつ，ブルーギルを用いた外来寄生虫を含む寄
生虫の更なる生態研究が望まれる。特に，わが国で知
見を著しく欠いている，野外におけるイカリムシの寄
生状況の季節変化を含む寄生動態に関する研究に貢献
すると考えられる。
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ブルーギルの採集には，広島大学生物生産学部水産
コースの学生の支援を受けた。また，広島大学は，筆
者が学生とともにぶどう池でブルーギルを採集する意
義と目的を理解し，ぶどう池での調査に許可を与えて
くださった。査読者の意見によって，本論文の原稿を
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ント以下と 1個体という低い値に留まることが明確
になった。
ブルーギルがイカリムシの宿主として主要な役を果

たすことは，広島大学東広島キャンパスに近い黒瀬川
の支流，松板川でも知られている。長澤・佐藤（2019）
は，松板川産魚類 10種におけるイカリムシの寄生状
況を調べた際，ブルーギル，カワムツ，カマツカ属の
1種 Pseudogobio sp.に寄生を認め，これら 3種のな
かでブルーギルにおける寄生率が最も高かったことを
報告した。そして，この魚種間の寄生率の違いに関し
て，イカリムシに対する感受性が国外外来魚のブルー
ギルのほうが在来魚種よりも高い可能性を示唆した
（長澤・佐藤，2019）。同様の在来魚と国外外来魚に
おける寄生状況の違いは，他の寄生性カイアシ類でも
知られ，広島県東部を流れる芦田川では，ヤマトニセ
エラジラミが在来魚よりも国外外来魚のブルーギルと
オオクチバスに高率かつ多数寄生していたことが報告
されている（Nagasawa and Inoue，2012）。これらの
知見に基づいて，ぶどう池におけるイカリムシの宿主
利用に言及すれば，在来魚がほとんどいなくなったぶ
どう池で，イカリムシがその個体群を維持できるの
は，国外外来種のブルーギルを宿主として利用できる
からと解釈することができる。
いっぽう，ぶどう池ではオオクチバスも採集した

が，イカリムシは寄生していなかった。オオクチバス
もブルーギルと同様，北米から導入された国外外来魚
であり，前述のヤマトニセエラジラミのように，イカ
リムシに対しても高い感受性を示す可能性がある．し
かし今回，ぶどう池のオクチバスにイカリムシの寄生
が見られなかったのは，調査時期が 5月下旬でブルー
ギルにおける寄生率でも数パーセント以下であり，検
査尾数が僅か 3尾と少なかったことが原因すると考
えられる。
また，ぶどう池のブルーギルにおける 5月下旬の
イカリムシの寄生率は例年低く，多くの個体は卵嚢を
もっていなかった。同様な春季におけるイカリムシの
低い寄生率は，ぶどう池と同じ水系に属する松板川産
ブルーギルでも観察されている（長澤・佐藤，
2019）。笠原（1962）が愛知県で行ったイカリムシの
研究によれば，この寄生虫は宿主上で越冬し，高水温
期の春から晩秋に繁殖して世代交代を行い，成熟個体
が寄生した宿主の出現頻度は 6月から急上昇すると
いう。これに従えば，イカリムシの繁殖は 5月下旬
にはまだ活発でなく，その感染がぶどう池のブルーギ
ルに広く及んでいないために，低い寄生率に留まって
いたと考えられる。
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